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米国ＵＦＯ情報収集・公開
までの経緯

ニミッツ・エンカウンター



https://www.youtube.com/watch?v=6rWOtrke0HY

https://www.youtube.com/watch?v=6rWOtrke0HY
https://www.youtube.com/watch?v=6rWOtrke0HY


誰が撮影したか
どこで起きたか



F/A-18 ホーネット

運用開始：1983年最大速度 Ｍ１.７－Ｍ１.８
戦闘行動半径 ５４０ｋｍ



FLIR：Forward Looking Infrared Radar
赤外線前方監視レーダー



２００４年１１月４日

空母ニミッツ
USS Nimitz



Combat Air Patrol





動画リークと
その後の経緯



２０１７年１２月１６日
ニューヨークタイムズが 動画の存在を報道

about the size of a commercial plane, chased by two Navy 
F/A-18F fighter jets from the aircraft carrier Nimitz off the 
coast of San Diego in 2004.

2004年にサンディエゴ沖の空母ニミッツから2機
の海軍F / A-18F戦闘機が追跡した、ほぼ商用の
飛行機程度の大きさの白っぽい楕円形の物体

輝くオーラと「ブラックマネー」:
ペンタゴンのミステリアスなＵＦＯプログラム

https://www.nytimes.com/2017/12/16/us/politics/pentagon-program-ufo-harry-reid.html?action=click&module=RelatedLinks&pgtype=Article


２０１７年１２月１６日
ニューヨークタイムズが 動画の存在を報道

２人の海軍の航空兵が
「今まで見たことがない加速をした」物体

https://www.nytimes.com/2017/12/16/us/politics/unidentified-flying-object-navy.html


２０１９年９月１０日
米海軍報道官、リークされているビデオは海軍のものと認定

９月２６日のＮＹＴ記事より

国防総省のスポークスウーマンは、

「広く流通している３本のビデオは、実際に
海軍航空士が訓練中に記録したものと確認」

https://www.nytimes.com/2019/09/26/science/tom-delonge-ufo-research.html


２０２０年４月２７日
米国防省 ３動画について 海軍ビデオと正式承認

加えて 海軍サイトで 関係資料と共に公開

国防総省は、3つの未分類の海軍ビデオの公開を承認した。

1つは2004年11月に、2つは2015年1月に撮影されたが、
2007年と2017年の無許可に公開され一般に出回っている。
このビデオは確かに海軍のビデオだった。

https://www.defense.gov/Newsroom/Releases/Release/Article/2165713/statement-by-the-department-of-defense-on-the-release-of-historical-navy-videos/


https://www.navair.navy.mil/foia/documents


２０２０年 ６月１７日・２４日
米国 上院情報委員会にて、ＵＡＰ情報の報告・収集の法制化を審議・可決

米海軍のＵＡＰタスクフォースの存在・予算も明記

国防総省の未確認飛行物体（UFO）
プログラムについて、国民がその活動
をもっとよく知り、各関係機関の情報
共有を円滑にするために公開報告を求
める構えだ。

年次法案に盛り込まれた条項の中で
「未確認空中現象タスクフォース
（Unidentified Aerial Phenomenon 
Task Force）の取り組みを支持する」
とし、UFOプログラムが現在まで継続
して存在していると公に認めた。

https://www.afpbb.com/articles/-/3290051


米海軍情報局（US Office of Naval Intelligence）が
統括するUFOプログラムの任務は、
未確認空中現象および敵対する外国政府とそうした
現象との関係、さらにそれらが米国の軍事資産・
施設にもたらす脅威に関する情報収集と報告

軍事基地や軍事演習を行っている上空を飛んでいる物体
があるが、それが何であるか分からない。ましてや そ
れは 米国の物体ではない。

中国やロシア人 あるいは その他の敵対勢力が この種
の活動を実行することを可能にする 何らかの技術の飛
躍進歩があったという事実よりも、地球外の何者かが
行っている方が、良いと思える。

https://www.afpbb.com/search?fulltext=US%20Office%20of%20Naval%20Intelligence&category%5B%5D=AFPBB%3E%E8%A8%98%E4%BA%8B&category%5B%5D=%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%89%E3%82%AB%E3%83%83%E3%83%97&category%5B%5D=%E4%BA%94%E8%BC%AA


ロシア・中国
の最新兵器

寄り道



RS28 Sarmat
射程距離：11,000km超
弾頭重量：100t
速度：マッハ２０以上

極超音速滑空兵器
アヴァンガールト



最大速度：マッハ20（大陸間弾道ミサイルと同等）
機体表面温度：1,600～2,000℃
射程：5,500km～1万km超
飛行：弾道飛行は行わず、滑空飛行

https://www.youtube.com/watch?v=o-5UEq32-wc

https://www.youtube.com/watch?v=o-5UEq32-wc
https://www.youtube.com/watch?v=o-5UEq32-wc


東風-17

極超音速滑空ミサイル

跳躍滑空直後
マッハ７～８

最終突入直前
マッハ３～４





２０２０年 ８月１４日
米国防省 米海軍のＵＡＰタスクフォースを承認

本題に戻って

・未確認空中現象(UAP)タスクフォース(UAPTF)設立承認。
・UAPの性質と起源について理解を深め、洞察を得るため。
・米国の国家安全保障に脅威を与える可能性のあるUAP
を検出、分析、カタログ化すること

https://www.defense.gov/Newsroom/Releases/Release/Article/2314065/establishment-of-unidentified-aerial-phenomena-task-force/


２０２０年１２月２７日
トランプ大統領が２０２１年歳出法案に署名

https://www.cnn.co.jp/usa/35164889.html
https://tocana.jp/2021/01/post_193564_entry.html


https://www.youtube.com/watch?v=PRgoisHRmUE&t=840s

The Nimitz Encounters

https://www.youtube.com/watch?v=PRgoisHRmUE&t=840s
https://www.youtube.com/watch?v=PRgoisHRmUE&t=840s


具体的に
どんなモノ



ＳＣＵ [Scientific Coalition for UAP Studies]

異常な航空機 と 海軍空母攻撃 第１１グループ
との遭遇に関する法科学的分析

本文２１頁／全２７０頁

AAV



ＦＡ－１８：構造上 最大Ｇ７～９Ｇまで耐える
自衛隊の訓練：耐Ｇスーツなしで 最大７Ｇを１０秒間耐える

Tic-Tac：１８～２０ｍ 海中ＵＡＰ：３６ｍ

元データ 推定加速度Ｇ 誤差Ｇ 速度

艦上レーダー ５,３７０ +1430−820
１６８,８１２ km/h
４６,８９２ m/s

ＦＡ－１８
赤外線レーダー

７５.９ +0.2-0.2
２,１９４ km/h

６０９ m/s

M 1.7

M 136




